
環
境

美
浜
の

シ
リ
ー
ズ
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美浜発電所の状況
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平成29年度 平成30年度 平成31年度

4 10 4 10 4 10

① 使用済燃料プール
　ラック取替工事

② 使用済燃料プール　
補強工事

③ 原子炉炉内構造物　
取替工事

④中央制御盤取替工事

⑤火災防護対策工事

⑥防潮堤設置工事

⑦ 外部遮へい壁耐震　
補強工事

⑧ 原子炉格納容器
　耐震性向上工事

美浜1号機
廃止措置中(平成29年4月19日～)
第1回定期検査中(平成30年1月15日～)

美浜2号機
廃止措置中(平成29年4月19日～)
第1回定期検査中(平成30年1月12日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)
今回の報告では、2月16日から3月15日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
安
全
性
向
上
対

策
工
事
に
つ
い
て

environment

食品ロスを減らすために③
～一人ひとりの活動が食品ロスを減らす～

　美浜の環境シリーズでは、これまで2回にわたり｢食品ロスを減らす
ために｣と題して、販売店や包装メーカー等の業者による食品ロス削減
の取り組みを紹介しました。
　今月号では、美浜町周辺の食品ロスの現状を踏まえ、今、私たちが食
品ロス削減に向けて取り組むべきことについてお知らせします。

美
浜
町
周
辺
の
食
品
ロ
ス
の
現
状

　

県
は
、
食
品
ロ
ス
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
平
成
29
年
11
月
に
食
品
ロ
ス
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
で
は
、
県
内

を
福
井
地
区
と
二
州
地
区
の
2
つ
に
分

け
、
地
区
を
代
表
す
る
ご
み
処
理
施
設
の

家
庭
系
可
燃
ご
み
を
開
封
し
て
内
容
物
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
州
地
区
の
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
）

☎
32
‐
６
７
０
３

　

今
回
紹
介
し
た
取
り
組
み
は
、
あ
く
ま

で
一
例
で
す
。
食
品
ロ
ス
削
減
は
、
継
続

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
身

が
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
可
燃
ご
み
の
1
割

以
上
が
食
品
ロ
ス
で
あ
り
、
そ
の
半
数

は
手
つ
か
ず
の
食
品
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
ロ
ス
の
内
容
物
を
確
認

す
る
と
、
日
持
ち
し
な
い
食
品(

ご
飯
や

パ
ン
、
生
鮮
食
品
等)

だ
け
で
な
く
、
お

菓
子
や
レ
ト
ル
ト
食
品
等
の
長
期
保
存

可
能
な
食
品
も
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
食
品
は
、

大
半
が
未
開
封
の
状
態
で
捨
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に

わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

食
品
ロ
ス
削
減
に
は

消
費
者
の
意
識
が
最
も
重
要

　

農
林
水
産
省
の
調
査
で
は
、
家
庭
で
の

食
品
ロ
ス
の
原
因
は｢

消
費･

賞
味
期
限

内
に
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た｣

、｢

購
入
後
、

冷
蔵
庫
や
保
管
場
所
に
入
れ
た
ま
ま
存
在

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た｣

の
2
点
が
高
い
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

製
造
メ
ー
カ
ー
や
包
装
メ
ー
カ
ー
、
販

売
店
等
が
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
努
力
を
い

く
ら
重
ね
て
も
、
そ
れ
が
活
か
さ
れ
る
か

ど
う
か
は
、
実
際
に
食
品
を
選
択
、
消
費

す
る
消
費
者
の
行
動
次
第
で
す
。

　

最
終
的
に
は
消
費
者
の
行
動
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
購
入
し
た
食
材
を
把
握
す
る

･

　 

食
材
を
買
っ
た
と
き
の
レ
シ
ー
ト
を
冷

蔵
庫
や
保
管
場
所
に
貼
り
付
け
る

･

　 

食
材
を
使
い
切
っ
た
ら
レ
シ
ー
ト
等
に

線
を
引
く

◎
食
材
を
余
ら
せ
な
い

･

　 

買
い
物
に
行
く
前
に
食
材
の
在
庫
を
確

認
す
る

･

　 

購
入
す
る
食
材
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る

◎
買
っ
た
食
材
を
使
い
き
る

･

　 

芯
や
へ
た
等
は
、
捨
て
る
部
分
を
最
小

限
に
す
る
よ
う
切
り
方
を
工
夫
す
る

･

　 

野
菜
の
皮
は
み
そ
汁
等
に
活
用
す
る

◎
余
っ
た
食
材
は
冷
凍
し
て
保
存

･

　 

フ
ァ
ス
ナ
ー
付
き
保
存
袋
を
活
用
す
る

可燃ごみに占める食品ロスの割合(二州地区)
　

関
西
電
力
㈱
が
昨
年
6
月
か
ら
美
浜
3

号
機
で
実
施
し
て
い
る
、
安
全
性
向
上
対

策
工
事
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
工
事
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

工
事
は
、
設
計
や
構
造
物
の
製
作
等
準

■
防
潮
堤
設
置
工
事

　

発
電
所
敷
地
内
に
津
波
が
流
入
し
な
い
よ

う
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
や
セ
メ
ン
ト

改
良
土
に
よ
る
防
潮
堤
を
設
置
す
る
工
事

　

町
で
は
、
安
全
を
最
優
先
に
工
事
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
適

宜
現
地
を
視
察
し
、
工
事
の
進
捗
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。

　

使
用
済
燃
料
を
保
管
す
る
プ
ー
ル
の

■
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
補
強
工
事

■
外
部
遮
へ
い
壁
耐
震
補
強
工
事

　

原
子
炉
格
納
容
器
の
外
部
遮
へ
い
壁
の

耐
震
性
向
上
の
た
め
、
遮
へ
い
壁
に
鉄
筋

を
追
加
す
る
工
事

   

燃料取扱建屋

岩盤

使用済
燃料プール

使用済燃料プール壁

岩盤と一体化

鉄筋で一体化

鉄筋コンクリート
(厚さ約 3m)

鋼管杭 L≒4m
(約1mは岩盤に埋込 )

 
 

  

  

原子炉
格納容器

蒸気発生器

原子炉

鉄筋追加

美浜発電所 3 号機の主要な安全性向上対策工事　工程表

：今年度実施 ：次年度以降計画

H30.3 時点 H32.1完了予定

備
が
整
い
次
第
、順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
工
事
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
プ
ー
ル

建
屋
の
床
及
び
周
辺
の
岩
盤
に
鋼
管
の

杭
を
打
ち
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

設
し
、
岩
盤
と
一
体
化
を
図
る
工
事



Mihama　Information

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１

歴史文化館
給食センター

な び あ す

町立図書館(なびあす内)

はあとぴあ

３２－１２１２

３２－００８３
３９－１１１６き い ぱ す

３９－１３０１丹生診療所

３２－３２００

東部診療所 ３７－２９１１

４５－２３００

総合体育館

エコクル美方
子育て支援センター

３２－０１９２
若狭国吉城歴史資料館

３２－００５０
３２－００２７ 
３２－２１１１

税　 務　 課

住民環境課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工観光課

農林水産課

土木建築課

出　 納　 室

議会事務局

上下水道課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

３２－６７００

３２－６７０１

教育政策課 ３２－６７０８

総　 務    課

企 画 政策課
美浜創生戦略課

３２－６７１５
エネルギー政策課

３２－６７１６

みはまブランド開拓課
３２－６７１４

生涯学習課 (なびあす内)
３２－１２１２

※お問い合わせ先  町税務課(担当･浅妻) ☎32‐6702 
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4
月
25
日(

水)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

講 

師

　

重
兼 

和
美 

氏(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

● 

対 

象

在
宅
児
と
そ
の
保
護
者

● 

内 

容

　

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
た
り
、
触

れ
合
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

森
田)

☎
32
‐
０
１
９
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■ 日 時
　3月31日(土)～4月1日(日)
　いずれも午前10時～午後3時

■ 会 場
　レインボーライン第一駐車場

を開催します！

※お問い合わせ先　町商工観光課 (担当 ･大同 ) ☎ 32‐6705

三方五湖春まつり

● バルーンアート無料配布● お抹茶のおもてなし(お菓子付き)
　※300円／人 ● へしこ&梅茶漬けの振る舞い

　※先着200人／日

■ 内 容　

期間中は…

● 美浜町･若狭町特産品等販売

(普通車1,040円→520円)
◎レインボーラインの通行料が半額！

○
ミ
ニ
育
児
講
座

◆｢

親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び｣

平成 30年

美浜町区長名簿
　平成 30年の各区の区長さんは、次
の方々です。(敬称略 )

行政区名 氏　　名

早　瀬 玉井　　夫

笹　田 織田　健一

日　向 出村　　茂

気　山 山口　孝志

大　薮 遊津　安司

金　山 平城　幸一

久　保 松田　忠志

郷　市 森久　髙志

松　原 田中　俊晴

久々子 堀川　住夫

矢　筈 武田　完治

河原市 加藤　健治

南　市 竹本 三代一

和　田 　安　政和

木　野 大同　伸介

佐　柿 重兼　廣司

麻　生 重兼　純一

中　寺 安武　恒夫

宮　代 藤長　雅彦

小三ヶ 安井　博則

新　庄 高木　秋彦

野　口 馬野　昌幸

佐　野 坂田　泰造

上　野 前田　博信

興道寺 　島　　健

雲　谷 中村　俊彦

小　倉 牧田　茂男

栄 仲嶋　孝行

坂　尻 清水　克巳

山　上 川畑　英二

太　田 田邉　　衛

佐　田 寺下　喜幸

北　田 吉田　寛司

菅　浜 川崎　康弘

竹　波 中村　博幸

丹　生 　港　一　

けやき台 仁井　寛喜

　

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
基
金(

奨
学

金)
は
、
独
立
法
人 

日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
制
度
を
補
う
目
的
で
、
平
成

14
年
9
月
に
佐
竹
良
三
郎
氏
の
ご
厚
志
に

よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
基
金

(

奨
学
金)

の
ご
案
内

● 

出
願
資
格　

･

　

美
浜
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

･

　

 

大
学(

短
期
大
学
及
び
大
学
院
を
除

く)

に
在
籍
す
る
人
ま
た
は
入
学
見
込

み
の
人

･

　

 

特
に
優
れ
た
資
質
を
有
し
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
著
し
く
修
学
困
難
な
人

● 

限
度
額

　

月
額 

４
０
，０
０
０
円
以
内(

無
利
子)

● 

提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
付
申
請
書

・
申
出
者
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
全
員
の

　

所
得
に
関
す
る
証
明
書(

源
泉
徴
収
票

　

の
写
し
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し)

※
所
得
に
関
す
る
証
明
書
が
な
い
場
合

　

は
、
市
町
村
発
行
の
所
得
証
明
書
が
必

　

要
で
す
。

※
申
出
者
が
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門

　

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
、
在
籍
す

　

る
学
校
の｢

奨
学
生
推
薦
調
書｣

が
必

　

要
で
す
。

● 

定
員
　
3
名

● 

採
用
の
基
準

【
学
力
の
基
準
】

　

特
に
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

日
本
学
生
支
援
機
構
の
学
力
基
準(

高

校
の
学
習
成
績
が
5
段
階
法
に
よ
る
平

均
3･

5
以
上)
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
ま
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

奨
学
金
の
返
還

　

貸
し
付
け
が
終
了
し
た
月
か
ら
毎
年
1

回
ま
た
は
2
回
、
指
定
し
た
期
日
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
と
し
、
8
年
以
内
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

【
家
計
の
基
準
】

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
定
め
る
第
一
種

奨
学
金
の
年
収･

所
得
の
基
準
に
準
じ
ま

す
。

● 

採
用
の
選
考

　

美
浜
町
教
育
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

● 

募
集
期
間

　

4
月
6
日(

金)

ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
政
策
課(

担
当･

川
畑)

☎
32
‐
６
７
０
８

◎若狭町観光船レイククルーズの
　乗船料を割引！
(大　人1,000円→800円)
(子ども   500円→400円)

● 里山の恵み工作
　(どんぐりアート、松ぼっくりアート)

　※3月31日のみ

●　 美浜町･若狭町の特産品が当たる
｢#(ハッシュタグ)抽選会｣

◎山頂公園入園料が半額！
(来場者800円→400円)

●　交付場所 町税務課

｢美
う ま

し美浜のふるさとナンバー｣交付開始!!

●　交付開始日時
3月29日(木) 午前8時30分～

※ 平日に手続きできない方のために、3月
31日 ( 土 ) に限り、町税務課に窓口を
開設します。

　(午前 8時 30分～午後5時 15分 )

※ 3月 29日、30日は午後8時まで
　窓口延長します。

●　必要書類等
① ナンバープレートを新規に取得
する場合
…販売証明書、印鑑

②名義変更( 譲渡 )の場合

･　 前所有者のナンバープレートが廃車
手続きしていない場合

･　 前所有者のナンバープレートが廃車
手続き済みの場合

…廃車証明書、譲渡証明書、印鑑

… 交付済みナンバープレート、前所
有者の廃車申告書、譲渡証明書、
印鑑

③ 現在、持っているナンバー
プレートから交換する場合

… 現在使用中のナンバープレート、
印鑑

●　交付方法
　デザイン (4 種類 )及び希望
番号を選択していただきます。
 ※ 希望番号は先着順です。ただし、交
付初日 (3月29日 )は、交付開始時
間に抽選を行い、交付順を決定します。

 ※ 同一車両での交換は1回のみです。

 ※ 標識番号の変更に伴い、自賠責保険
の変更手続きが必要となる場合があ
ります。

　町内の風景やイベントをイメージした ｢美し美浜のふるさとナン
バープレート｣を、当初の計画を早め3月 29日から交付します。
　皆さんも町のオリジナルナンバープレートに交換しませんか？

3月29日

交付開始!!

手数料

無 料

● みはま餅っこ隊による
　　　　つきたて餅の振る舞い
　※先着100人／回(午前･午後1回ずつ)
　※4月1日のみ

■ その他
　美浜町･若狭町の両町民は、平成30年4月1日～平成31年3月31日
までレインボーライン山頂公園の入園料が半額(400円)になります。
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～ 就職･退職される方へ ～

　4月から就職・退職等により健康保険が変更となる方は切替手続きが必要です。変更後は、14日以内に
手続きをしてください。

変更区分 手続きに必要なもの

国保･年金 離脱証明書(資格等喪失連絡票) 社会保険等の資格を喪失した日や扶養等が確認できる書類

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・渡辺) ☎32‐6703

1 退職された方で国民健康保険(国保)へ加入する場合

変更区分 手続きに必要なもの

国保 任意継続の喪失証明書
任意継続喪失日の記載のある保険証、または保険者から発行さ
れる資格喪失通知書

2 任意継続の保険資格を喪失された方で国民健康保険(国保)へ加入する場合

3 就職し、国民健康保険(国保)から離脱する場合
変更区分 手続きに必要なもの

国保･年金
国民健康保険証 就職された方及び被扶養者として認定された方すべての保険証

が必要です。就職先の保険証

4 大学や短大等へ進学するため町外へ転出するが、国民健康保険(国保)の加入継続を希望する場合
変更区分 手続きに必要なもの

国保
国民健康保険証

学生用保険証を交付します。
在学証明書または学生証の写し

国民健康保険･年金の切替手続きをお忘れなく
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人間ドックの検診費用を助成します

1 助成対象となるドック　1日ドック、2日ドック、脳ドック

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療加入者

対象者
　検診日当日、35歳以上の被保険者で国
民健康保険税に滞納がない世帯の方

　検診日当日、被保険者で町税及び後期
高齢者医療保険料に滞納がない方

募集人数 各ドック20人 各ドック5人

2 対象者と募集人数

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック
一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 43,050円 21,000円
65,730円 32,000円 44,100円 22,000円

女性 46,200円 23,000円

3 助成額 　原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の約2分の1です。ただし、交通費
やオプション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。

■助成限度額

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当･渡辺) ☎32‐6703

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。
② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。
③ 町が行う特定健診･長寿健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。
④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

～ 美浜町国民健康保険･後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ ～

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 印鑑を持参し、町住民環境課窓口で申請書をお書きください。
② 町から助成決定通知書を送付します。
③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払ください。
④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を町住民環境課に提出してください。
⑤ 指定口座に、助成金を振り込みます。

5 助成期限 平成31年3月31日(日)までに受診した方

※お問い合わせ先　町福祉課高齢者支援センター ( 担当 ･ 飯田 )  ☎ 32‐6704

● 場 所 はあとぴあ4月 10日 ( 火 ) ～ 6月 26日 ( 火 )

毎週火曜日 (全 12回 )

● 期 間

● 費 用 無料

● その他
　事前申し込みが必要です。詳しくはお
問い合わせください。

● 対 象 65歳以上の方

活
い

き活
い

き健康教室 ～元気なうちから介護予防を始めましょう～

【男性グループ】  
【女性グループ】  

● 時 間 午前 9時15分～10時15分
午前10時30分～11時30分

筋力アップ体操 ･ ストレッチング体操を中心と

した健康な体づくりを行います。

● 内 容

● 定 員 各グループ30人
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